
東根市立神町中学校  校長だより      ＜２学期終業式にあたっての式辞＞ 

行雲流水№１４０令和３年 1２月２４日発行 

新たな令和４年に向かう 

校長 寒河江 正人 

ただいまは、「２学期を振り返って」、３人のお話を聞きました。 

３年生の海藤
かいとう

一心
いっしん

くん、２年生の土田玲也
つ ち だ れ い や

くん、１年生の菅原琉
すがわらる

華
か

さん。 

たいへんいいお話を聞かせてもらいました。ありがとう。 

 

さて、２学期の授業日数は、８７日間。今、幕を閉じようとしています。 

生徒諸君、教職員のみなさん、本当におつかれさまでした。 

 

本校は、生徒数４７４名の中学校です。学習・文化・芸術・スポーツ、校内・校外どれも、

みんな本当によく頑張っている。すばらしい生徒たち。そう感じます。私の誇りです。 

 

まず３年生。授業、生徒会、修学旅行と合唱交流は、新たな試みにチャレンジしました。 

本校のリーダーらしい３年生。生徒会執行部をみんなで支え、立派にやりとげました。 

あとは、一人ひとり「進路実現の扉」を、自力でグリグリと、こじ開けるのみです。 

受験は、最後は個人の真剣勝負。自分の努力を信じて、合格を勝ち取ろう！！ 

 

次に２年生、新人総体、生徒会役員改選。秋から冬へ、君たちの成長を感じています。 

新生徒会長、矢口栞楠さんを中心に、これから本校の新たな歴史を君たちが創るのです。 

さらに、賢く、たくましく、成長と飛躍を遂げられるよう、心から期待しています！！ 

 

そして１年生、初めての中学校生活。楽しかった事、くやしかった事。いろいろあった。 

つまずいて、悩み苦しんだ人もいるし、じっくりと考えて、解決しようとした人もいた。 

これが、中学校生活です。でも、まだまだ序の口。これからが本番。がんばろう！！ 

 

結びに、まもなくこの令和３年が終わり、新たな一年「令和４年」が明けます。 

もう決して過去は、振り返らない。大切なのは、君たちのこれからの新たな未来です。 

 

明くる年、１月７日（金）。今年度締めくくりの３学期、４６日間がスタートします。 

そこでまた、新たな目標をもって、元気に笑顔で会いましょう。 

それでは、これにて「２学期の教育課程」を閉じます。（おわり） 


